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有限会社　勝川木材

環　境　報　告　書
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1．組織概要

　　　①産業廃棄物関係

　(8) 敷地面積　　　本社1547平方メートル　　　　　　　　　工場3067平方メートル

　　　　　　　　　　　　平成31年01月　　滋賀県において産業廃棄物収集運搬業の許可を取得。
　　　　　　　　　　　　令和01年08月　　リサイクル施設の処理施設設置許可変更
                                            　　  処理施設を移動式としても使用。
　　　　　　　　　　　　令和02年02月　　静岡県において産業廃棄物収集運搬業の許可を取得。
　　　　　　　　　　　　令和02年12月　　菰野町において一般廃棄物収集運搬業の許可を取得。
　　　　　　　　　　　　令和02年12月　　菰野町において一般廃棄物処分業の許可を取得。

　(7) 売上高　       559,847,139円 　令和4年7月決算

　(10) 沿革
　　　　　　　　　　　　平成09年02月21日　　三重県三重郡菰野町に有限会社勝川木材を設立

　　　　　　　　　　　　平成25年05月　　代表取締役の変更、勝川卓也就任

　　　　　　　　　　　　平成30年02月　　ＥＡ21相互認証

　　　　　　　　　　　　平成24年03月　　愛知県において産業廃棄物収集運搬業の許可を取得。

　　　　　　　　　　　　平成26年04月　　三重県三重郡菰野町にリサイクル施設新設、

　　　　　　　　　　　　平成24年02月　　岐阜県において産業廃棄物収集運搬業の許可を取得。

　(9) 延べ床面積　 本社99平方メートル　　　　　　　　　  工場128平方メートル

　　　　　　　　　　　　平成16年11月　　三重県において産業廃棄物収集運搬業の許可を取得。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木くず処理能力144ｔ/日。

　　　　　　　　　　　　平成29年04月　　リサイクル施設の処理施設設置許可変更
　　　　　　　　　　　　平成28年10月　　資本金1000万円に増資。

                                            　　  処理能力増量480ｔ/日。
　　　　　　　　　　　　平成29年12月　　Ｍ－ＥＭＳ　ステップ２Ｗ認証

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本金300万円、林業を開始。
　　　　　　　　　　　　平成15年12月　　三重県において産業廃棄物処理業の許可を取得。

　　　　　　　　　　　　令和04年09月　　四日市市において一般廃棄物収集運搬業の許可を取得。

産業廃棄物収集運搬業
許可番号：02300108491

有効期限：令和4年3月13日
　　　　　　　　　～令和9年3月12日
許可行政：愛知県

木くず　1種類（積替え・保管を除く）
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  (11) 許認可一覧と許可品目

許可の内容 有効期限/許可行政 許可品目

産業廃棄物収集運搬業
許可番号：02402108491

有効期限：平成30年12月26日
　　　　　　　　　～令和7年12月25
日
許可行政：三重県

木くず　1種類（積替え・保管を除く）

産業廃棄物収集運搬業
許可番号：02100108491

有効期限：令和4年2月1日
　　　　　　　　　～令和9年1月31日
許可行政：岐阜県

木くず　1種類（積替え・保管を除く）

  (1) 会社名　　　　 有限会社　勝川木材
　(2) 所在地　　　　 本社　三重県三重郡菰野町大字杉谷2365-18
　　　　　　　　　　　   工場　三重県三重郡菰野町大字杉谷2296-1
　(3) 事業内容       林業
                       　  産業廃棄物収集運搬業（三重県・愛知県・岐阜県・滋賀県・静岡県）

　(4) 代表者氏名　 代表取締役　　 勝川卓也
　(5) 資本金　　　　 1000万円
　(6) 組織人数　　　17名（正社員）

                       　  建設業
                       　  産業廃棄物処理業（中間処理）

                       　  一般廃棄物収集運搬業（菰野町）
                       　  一般廃棄物処分業（菰野町）

　　　　　　　　　　　　平成30年12月　　三重県において産業廃棄物収集運搬業の優良認定を取得。
　　　　　　　　　　　　平成30年12月　　三重県において産業廃棄物処分業の優良認定を取得。
　　　　　　　　　　　　平成31年01月　　三重県において建設業の許可を取得。



市町村
菰野町

四日市市
菰野町

　　　　　・積替え保管　　なし

　　　　　・廃棄物の収集運搬実績

単位
ｔ
ｔ

　　　　　・収集運搬車両の種類と台数
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許可期限

産業廃棄物収集運搬業
許可番号：02501108491

有効期限：平成31年1月17日
　　　　　　　　　～令和6年1月16日
許可行政：滋賀県

有効期限：令和2年2月21日
　　　　　　　　　～令和7年2月20日
許可行政：静岡県

産業廃棄物処分業
許可番号：02422108491

有効期限：平成30年12月26日
　　　　　　　　　～令和7年12月23
日
許可行政：三重県

許可の内容 有効期限/許可行政

　　　②一般廃棄物関係　他

脱着装置付き
コンテナ専用車

ダンプ

キャブオーバ

トラクタ

許認可の事業

産業廃棄物収集運搬業
許可番号：02201108491

木くず　1種類（積替え・保管を除く）

木くず　1種類（積替え・保管を除く）

木くず　1種類
　　　　　　　（水銀使用製品産業廃棄物を除く）

許可番号 許可年月日

許可品目

2

8

7

6

5

令和6年9月21日

ダンプ

脱着装置付き
コンテナ専用車

三重130さ4288

三重130さ4285

三重130さ4291

三重430さ4292

一般廃棄物収集運搬業 509 令和4年9月22日

三重100は4286

三重130さ4287

三重100は3058 産廃・一般廃棄物併用

産廃・一般廃棄物併用

産廃・一般廃棄物併用

7,200

令和5年7月20日現在

収集運搬実績

  (12) 取扱い産業廃棄物

備考自動車登録番号 車体の形状 最大積載量（㎏）



　　　　　・処理施設の処理実績
（単位：t）

収集運搬量 持込 小計 収集運搬量 持込 小計
2020年度 13,453 5,229 18,682 0 0 0 3,750 22,432
2021年度 12,297 3,698 15,995 11 176 187 4,087 20,269
2022年度 10,389 2,122 12,511 526 731 1,257 3,310 17,078

　　　　　・処理施設の種類及び処理能力
・処理施設（設備）

破砕機 ：バーミヤＴＧ540ＴＸ

・処理能力
破砕 ：480ｔ/日（8時間）

・許可品目 ：木くず

・廃棄物の処理工程　　　別紙　 有限会社　勝川木材　処理工程表　令和5年7月現在
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10,200 産廃・一般廃棄物併用

23 三重100そ4472 ダンプ 2,550 産廃・一般廃棄物併用

処理量
（合計）

一般廃棄物処分業分産業廃棄物処理業分
自社分

22 三重130さ4283
脱着装置付き

コンテナ専用車

　　　　　　廃棄物の状態、数量等及び発生場所確認後、都度見積を行う

  (13) 廃棄物の処理料金

18 三重130さ4283 ダンプ 8,800 産廃・一般廃棄物併用

19 三重430す6337 ダンプ 3,000 産廃・一般廃棄物併用

20 三重130さ4284 トラクタ 38,910 産廃・一般廃棄物併用

21 三重130す4284 セミトレーラ 28,500 産廃・一般廃棄物併用

350 産廃・一般廃棄物併用17

16 三重483え1548 キャブオーバ 350 産廃・一般廃棄物併用

三重483う1549 キャブオーバ



令和 5年 7月現在

燃料チップ　販売先（住所・電話番号）

各
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材
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搬
及
び
取
引
業
者
運
搬

)

中
間
処
理

(

破
砕

)

木質チップ
（燃料チップ） 株式会社　岐阜バイオマスパワー　  　　　　   （058-372-2200）

バイオマス発電所　　　    　　　　 　　（　岐阜県瑞穂市牛牧758）

川辺バイオマス発電　株式会社　　   　　　　　（0574-53-2576）

バイオマス発電所　　　　　（岐阜県加茂郡川辺町上川辺252-1）

販売
株式会社　クリーンエナジー奈良　 　　　　　  　（0746-34-2125）　

株式会社　中部プラントサービス

バイオマス発電所　　　 （奈良県吉野郡大淀町大字馬佐383-3）

三重エネウッド　株式会社　　　　　　　　　　　　（0598-34-1781）

松阪バイオマス発電所 　　　 （三重県松坂市小片野町1751-1）

別紙　 有限会社　勝川木材　処理工程表（一般廃棄物・産業廃棄物共）　令和5年7月現在

排出 収集運搬
中間処

理
最終処分（売却）

三洋製紙 株式会社        　　　　　　　　        (0857-23-7131)

バイオマス発電所  　　　　　　　 (鳥取県鳥取市古市１８５番地)

兵庫パルプ工業株式会社      　　　　　　　   （0795-77-1081）

バイオマス発電所　　　　 (兵庫県丹波市山南町谷川858番地）

振い下10㎜アンダー材
（堆肥原料）

BPT　株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0598-67-2561）

バイオマス発電所　　　　　　　(三重県松阪市小片野町1790-1）

飛島工場　　　　　　　　　　　　（愛知県海部郡飛島村木場2-82）

王子製紙　株式会社　　　　　　　　　　　　　　　（0568-81-1111）　

春日井工場　　　　　　　　　　　　　　　　(愛知県春日井王子町1）

多気発電所　　　　　　　　　(三重県多気郡多気町西山533-12）

堆肥原料　販売先　（住所・電話番号）

株式会社　小桝屋　　　　　　　　　　　　　　　　（052-322-5131）

販売 弥富工場　　　　　　　　　　　　　　　　（愛知県弥富市楠1-32-2）

JFEエンジニアリング（株）　　津バイオマス発電所

（三重県津市雲出鋼管町1番地）

ぎふ西濃グリーンパワー（合） ごうどバイオマス発電所

（岐阜県安八郡神戸町大字神戸字堤外2245番10他）



２．登録対象

　（1）登録内容

　　　　　M-EMS登録証

　（2）登録範囲

　　　　産業廃棄物の収集運搬及び、産業廃棄物の処分（中間処理）

　（2）登録範囲

　　　　本社・事務所 三重県三重郡菰野町大字杉谷2365-18
　　　　中間処理施設三重県三重郡菰野町大字杉谷2296-1
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  (14) 環境活動の取り組み体制

　　　　　登録日　　　　　2021年12月1日
　　　　　登録期限　　　 2023年11月30日　　　
　　　　　登録番号　　　M-EMS2W-0016　　　ＫＥＳ2Ｗ-5-0016

　　　　　初回登録日　　2017年12月1日

自己評価チーム
主任評価委員

松永敏陸・長田修平
安達隆史

環境管理責任者
（正）松永敏陸
（副）安達隆史

事務部門長

現場管理者

施設部門長

運搬管理者

環境マネジメント組織図

最高責任者
勝川卓也

環境委員会

環境管理責任者： 松永 敏陸

担当者連絡先  ： 安達 隆史

（TEL：059-340-3902 FAX：059-340-



有限会社　勝川木材は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを

認識し、全組織を挙げて環境負荷の低減及び環境保護に努力します。

有限会社　勝川木材は、産業廃棄物の収集運搬業務、産業廃棄物中間処理業務、

一般廃棄物収集運搬業務、一般廃棄物処分業務、建設業務に係るすべての活動、

製品及びサービスの環境影響を改善するために、次の方針に基づき環境マネジ

メント活動を推進して地球環境との調和を目指します。

１．当社の活動、製品及びサービスに係る環境影響を常に認識し、環境汚染の

　　予防及び環境保護を推進するとともに、環境マネジメント活動の継続的

　　改善を図ります。

　　なお環境保護には、持続可能な資源の利用、気候変動の緩和及び気候変動

　　への適応、並びに生物多様性及び生態系の保護などを含みます。

２．当社の活動、製品及びサービスに係わる環境関連の法的及びその他の要求

　　事項を順守します。

３．当社の活動、製品及びサービスに係る環境影響のうち、以下の項目を環境

　　管理重点テーマとして取り組みます。

（１）　木質バイオマス発電への貢献

（２）　廃棄物適正処理の推進（分別方法の指導・提案）

（３）　工場・事務所　電力の使用効率改善

（４）　トラック・重機　燃料の使用効率改善

（５）　事業所周辺の清掃活動

４．　一人ひとりが環境影響改善活動及び環境保護を積極的に実践できるように、

　　　この環境宣言を組織の全員に周知するとともに一般の人々が入手できるよう

　　　にします。　

５．　三重県および菰野町の環境改善活動に積極的に参画します。

上記の方針達成のために、環境改善目標を設定し、定期的に見直し、

環境マネジメントシステムを推進します。

有限会社　　勝川木材

 　　　　代表取締役　勝川卓也

環　境　宣　言

基本理念

方　　針

                        制定日2017年　1月10日

                        改訂日2021年　4月 1日



４．環境改善目標

・3年間のCO₂削減計画及び実績
（基準年度：2017年度～2019年度平均）

2020年度 2021年度 2022年度

目標
1％増量
（10,192）

2％増量
（10,293）

3％増量
（10,394）

実績 14,211 11,658 8,060

目標
10％向上

（39）
20％向上

（43）
30％向上

（46）

実績 39 43 47

1％減 2％減 3％減

1.23 1.22 1.21

kWh 19,614 実績 21,184 21,397 19,147

目標 8,272 8,188 8,105

実績 9,024 9,115 8,156

1％減 3％減 5％減

13.46 13.19 12.92

ℓ 213,376 実績 272,663 260,308 225,484

目標 545,004 533,995 522,985

実績 703,470 671,594 581,748

1％減 3％減 5％減

3.65 3.54 3.50

ℓ 57,932 実績 53,961 37,051 80,839

目標 147,971 144,981 141,992

実績 139,219 95,591 208,564

目標 12 12 12

実績 12 12 12

単位 2020年度 2021年度 2022年度

ｔ 22,432 20,269 17,078

目標 11,214 10,988 10,762

実績 11,282 13,618 11,785

目標 712,461 698,152 683,844

実績 862,995 789,918 810,253

目標 7,197 21,506 35,814

実績 143,378増 70,260増 90,595増

※電気使用量、重機・トラック燃料は削減目標を材木処理量1トン当たりの使用量にする。

①　総排出量（水の使用量）は、生活排水のみのため改善目標から除外したが、管理項目
　　として取り上げ、節水を心がけ、その削減に努めていく。
　　なお、処理工場で使用する洗車等の水は井戸水を使用している。

②　営業車（社有車）燃料（ガソリン）は管理項目として管理する。

③　化学物質においては、その使用実績がありません。
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1.83 4.73

目標値・実績
№ 環境改善目標 単位

基準年度
（2017～

2019平均）

2
産業廃棄物適正処理分別方法の提

案・指導件数向上
（基準年度比：30％増量）

分別方法の提案・指導件数 件 36

1
木質バイオマス発電所への

売却出荷量増量
（基準年度比：3％増量）

木質バイオマス発電所への
売却出荷量

ｔ 10,092

4-1

重機燃料（軽油）
使用量の削減

（基準年度比：　材木処理量1トン
あたりの使用燃料　5％減）

木質燃料生産１トン
あたりの使用燃料

ℓ/t 13.60

4-2

トラック燃料（軽油）
使用量の削減

（2019年度：　材木処理量1トン
あたりの使用燃料　5％減）

木質燃料生産１トン
あたりの使用燃料

ℓ/t 3.69

5 工場・本社　周辺の清掃 清掃回数 回 12

ー

実績 2.41

二酸化炭素排出量 kg-CO₂/年 149,465

項目

材木処理量

2017～2019年度平均

15,688

kg-CO₂/年営業車（ガソリン）二酸化炭素排出量 11,328

排出係数：　　軽油2.58kg-CO₂/ℓ　　電力0.426kg-CO₂/kWh　　ガソリン2.32kg-CO₂/ℓ　　　　出典：2019年（R1年）環境省より　　

3

工場・事務所
電力使用量の削減

（基準年度比：　材木処理量1トン
あたりの使用電力　3％減）

木質燃料生産１トン
あたりの使用電気

二酸化炭素排出量

kWh/t

kg-CO₂/年

1.25

8,355

目標

二酸化炭素排出量
　（電力+軽油（重機+トラック）

+ガソリン（営業車））
kg-CO₂/年 719,658

二酸化炭素削減量
　（電力+軽油（重機+トラック）

+ガソリン（営業車））
kg-CO₂/年

1.12

12.84 13.20

燃料使用量

燃料使用量

実績

電力使用量

0.94 1.06

12.16

二酸化炭素排出量 kg-CO₂/年 550,510

目標

目標

実績



４ー１．環境改善目標（２０２３年度～２０２５年度）

・3年間のCO₂削減計画及び実績
（基準年度：2022年度）

2023年度 2024年度 2025年度

目標
維持

（8,060）
1％増量
（8,140）

2％増量
（8,221）

実績

目標
10％向上

（51）
20％向上

（56）
30％向上

（61）

実績

維持 1％減 2％減

1.12 1.10 1.09

kWh 19,147 実績

目標 7,429 7,354 7,280

実績

維持 1％減 2％減

13.20 13.06 12.93

実績

ℓ 225,484 実績

目標 581,749 575,931 570,114

実績

維持 1％減 2％減

4.73 4.68 4.63

実績

ℓ 80,839 実績

目標 208,565 206,479 204,393

実績

目標 12 12 12

実績

単位 2023年度 2024年度 2025年度

ｔ

目標 11,328 11,214 11,101

実績

目標 809,070 800,978 792,888

実績 0 0 0

目標 0 8,092 16,182

実績

※電気使用量、重機・トラック燃料は削減目標を材木処理量1トン当たりの使用量にする。

①　総排出量（水の使用量）は、生活排水のみのため改善目標から除外したが、管理項目
　　として取り上げ、節水を心がけ、その削減に努めていく。
　　なお、処理工場で使用する洗車等の水は井戸水を使用している。

②　営業車（社有車）燃料（ガソリン）は管理項目として管理する。

③　化学物質においては、その使用実績がありません。

7ー１

3

工場・事務所
電力使用量の使用効率改善

（基準年度比：　材木処理量1トン
あたりの使用電力　3％減）

木質燃料生産１トン
あたりの使用電気

kWh/t

目標値・実績
№ 環境改善目標 単位

基準年度
(2022年度)

2
産業廃棄物適正処理分別方法の提

案・指導件数向上
（基準年度比：30％向上）

分別方法の提案・指導件数 件 47

1
木質バイオマス発電所への

売却出荷量増量
（基準年度比：3％増量）

木質バイオマス発電所への
売却出荷量

ｔ 8,060

1.12

電力使用量

目標

実績

二酸化炭素排出量 kg-CO₂/年 7,429

目標

燃料使用量

581,749

4-1

重機燃料（軽油）
使用量の削減

（基準年度比：　材木処理量1トン
あたりの使用燃料　5％減）

木質燃料生産１トン
あたりの使用燃料

ℓ/t 13.20

5 工場・本社　周辺の清掃 清掃回数 回

二酸化炭素排出量 kg-CO₂/年

目標

燃料使用量

二酸化炭素排出量 kg-CO₂/年 208,565

4-2

トラック燃料（軽油）
使用量の削減

（基準年度比：　材木処理量1トン
あたりの使用燃料　5％減）

木質燃料生産１トン
あたりの使用燃料

ℓ/t 4.73

12

二酸化炭素削減量
　（電力+軽油（重機+トラック）

+ガソリン（営業車））
kg-CO₂/年 ー

排出係数：　　軽油2.58kg-CO₂/ℓ　　電力0.388kg-CO₂/kWh　　ガソリン2.32kg-CO₂/ℓ　　　　出典：2021年（R3年）環境省より　　

材木処理量 17,078

営業車（ガソリン）二酸化炭素排出量 kg-CO₂/年 11,328

二酸化炭素排出量
　（電力+軽油（重機+トラック）

+ガソリン（営業車））
kg-CO₂/年 809,070

項目 2022年度



５．環境改善目標と実績

　　　2022年度　環境改善活動実績　　　　　　（基準年度：2017年度～2019年度平均）

・発電所への安定供給管理

・木質チップの製品管理

・木質バイオマス証明認定事業者維持 3％増量 20.1％減量

・分別の徹底

・分別方法の向上

・指導件数、訪問件数増件推進 30％向上 30％向上

・事務所のエアコン、照明の 1.21 1.12

使用頻度の改善 3％削減 3.2％削減

・工場ベルトコンベアー 電力使用量 kWh/年 19,026 19,147

から回しのストップ

・不要時間の消灯、節電の徹底

・アイドリングストップの実施 12.92 13.20

・使用前点検の実施 5％削減 3.1％削減

・エコドライブ推進 燃料使用量 ℓ/年 202,707 225,484

・アイドリングストップの実施 3.50 4.73

・使用前点検の実施 5％削減 28.2％増加

燃料使用量 ℓ/年 55,035 80,839

・エコドライブ推進

材木処理量 ｔ

　　排出係数　：　軽油：2.58kg-CO₂/ℓ　　電力（中部電力）：0.426kg-CO₂/kWh　　　出典：2019年（R1年）環境省より　　
　　排出係数　：　ガソリン：2.32kg-CO₂/ℓ　

　　　管理項目での実績

2020年度自社廃棄物の増加は、機械等の購入が増え、梱包材などが多量に出たため。

2022年度自社廃棄物は、廃プラスチックの他、コンクリートがらを含んでいます。

項目 前年実績値 目標値 実績値

8

単位

3 自社廃棄物 分別の徹底・廃棄物の再利用 廃棄量 ｔ

2021年度
実績値

2022年度
実績値

2
営業車燃料（ガソリン）

使用量削減
エコドライブの推進

水の出しっぱなしの排除

燃料使用量 ℓ

二酸化炭素
排出量

kg-CO₂/年

№ 環境改善目標 具体的施策 項目 単位 目標値

CO₂排出量 kg-CO₂/年

1
木質バイオマス発電所へ

の売却出荷量増量
（基準年度：3％増量）

売却出荷量 t/年

2
産業廃棄物適正処理分別方
法の提案・指導件数　向上

（基準年度：30％増量）
指導件数 件/年

CO₂排出量

実績値 評価

8,060
Ｃ

47

Ｃ

Ａ

12

17,078

47 46

8,105 8,156

12

Ａ

Ｃ

522,985 581,748

10,394

46

47

141,992 208,564

Ａ

　　　　評価記号　Ａ：良好（100％以上）　Ｂ：やや不足（90～100％以上）　Ｃ：不適合（90％以下）　

№ 管理項目での実績 具体的施策 項目 単位
2020年度
実績値

5

3

工場・事務所
電力使用量の削減

（基準年度：材木処理量
1トンあたりの使用電力

3％減）

材木処理量
１トンあたりの

使用電気
kWh/t

CO₂排出量 kg-CO₂/年

4-2

1 水の使用料削減

4-1

重機燃料（軽油）
使用量の削減

（基準年度：材木処理量
1トンあたりの使用燃料

5％減）

材木処理量
１トンあたりの

使用燃料
ℓ/t

kg-CO₂/年

清掃回数 回

材木処理量
１トンあたりの

使用燃料
ℓ/t

二酸化炭素総排出量
　　(電力+軽油+ガソリン分）

kg-CO₂/年 789,918 810,253

28.6

トラック燃料（軽油）
使用量の削減

（基準年度：材木処理量
1トンあたりの使用燃料

5％減）

工場・本社　周辺の清掃 ・全員参加での清掃活動

水の使用量 ㎥/年

686,700

4,863 5,870

7.8 1.1

5,080

11,282 13,618 11,785



5-1　　　　具体的環境活動の評価

　年間を通して、例年に比べチップの出荷量が少く目標を達成できなかった。

　大規模伐採工事が少なくなっており、いかに処理量を増加させるかが今後の課題である。

・産業廃棄物適正処理分別方法の提案・指導件数　向上

　バイオマスボイラー発電所が定着してきており、引き続き提案指導に努める。

・工場、事務所　電力の使用量削減

　伐採工事の減少でチップ出荷量が少ない月に、未達となる月がある。

　仕事量の少ない時期には電力使用を控えるよう努めたい。

・重機、トラック燃料（軽油）使用量の削減　　

　重機の燃料使用量は前年より減少しているものの、1トンあたり使用量目標は未達成であった。

　トラック燃料使用量は、遠隔地の現場も多かったため、大幅に増加した。削減に努めたい。

・営業車燃料（ガソリン）使用量の削減　　

　前年度より使用量を削減することができた。今後もアイドリングストップ等削減策に努め、削減を図りたい。

・工場・本社　周辺の清掃

　毎月定期清掃となっており、清掃活動を継続する。

・水の使用量は工場は全て井戸水使用、本社事務所の使用のみとなるため、節水で使用し、管理項目で管理する。

・二酸化炭素総排出量は前年実績、目標ともに上回った。運搬行程や作業工程など見直し、目標に近づけるよう

　活動を継続していく。

・自社廃棄物は廃プラスチック及びコンクリートがらが年間28.6ｔ。分別して排出量の削減に努めます。

5-2　　　　2023年度活動についての今後の課題

7．代表者による全体の評価見直し結果

9
　・実施体制の見直し・変更の必要性　　　　　　　　　　　　　　　　　　：必要なし

7-2　　　見直し評価

　・環境宣言の変更の必要性　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 ：必要なし

　・環境改善活動及び環境経営システム等の変更の必要性　　　　：新たな3か年計画の策定

　　引き続き、総排出量としても削減できるよう努力していく。

６．環境関連法規の順守状況

　・当社の事業活動に制約を受ける環境関連法規制等については、適用される主な環境関連法と

　　関係機関等からの指摘・苦情・起訴はありません。

　　その要求事項の概要を別表１に示す。

7-1　　　全体評価

　・システムの運用は全般的にスムーズに行われている。

　　2023年度新たな3か年計画のもと、数値目標の変更を行い、環境負荷低減に向けて推進する。

　　適用される主な環境関連法の順守状況を定期的に確認したところ、適正に順守され、違反等はありません。

　　であり、現状に則した新しい目標設定を的確に行い、目標達成に向け努力するとともに、

・木質バイオマス発電所への売却出荷量増量

　・2022年度は材木処理量、チップ出荷量ともに前年より減少しており、目標未達となっている。

　　目標達成できるよう一人一人が今まで以上に意識し、努力する。

　・目標との差が大きい項目も出てきており、目標数値の変更が必要であるが、2023年度は新3年計画の初年度

　　電力、燃料とも使用量の目標や二酸化炭素排出量は目標達成とはならなかった。

　　大規模伐採工事が減少してきており、チップ化のための木材の確保が難しくなっており、今後の課題である。

　　現在、新たに再資源化用のチップ工場（非産廃）を建設中で、新たな試みを計画しており、受注につなげ、



区分 管理部門
●施設部

水質 ●事務部

その他 ●責任者

別表１　適用される主な環境関連法とその要求事項の概要
名称 要求事項 環境影響項目

大気

オフロード法 適切な燃料使用、適切な点検を実施 工場

気候変動適応法

・事業円滑化のためのリスク管理

騒音・振動 騒音・振動規制法

・特定施設の届出

破砕機 ●施設部
・騒音、振動の測定
・騒音、振動規制値の順守
（都市計画区域以外の地域）

作業員・従業員
●施設部
●事務部

（従業員の熱中症対策等:努力義務）

・国及び地方公共団体の気候変動

対応に関する施策に協力
浄化槽法 ・保守点検と清掃（委託業者）の責務 本社・工場

・工場、事務所からでる

・帳簿の備付 　　　　　　　廃棄物
・マニフェストの保管

木くず　　　1品目
・産業廃棄物収集運搬（処理）基準 伐採木、根株、生木
厳守
・廃棄物置場の保管基準の順守

・産業廃棄物の委託契約の締結

消防 消防法

・屋内・外貯蔵所の設置・変更届

工場 ●施設部
・届出以外での貯蔵、取扱いの禁止

・危険物の法定内以上の取扱いの

禁止

・最終処分：委託の都度マニフェスト

（二次）
交付、回収、交付状況報告

廃棄物 廃棄物処理法
●施設部
●事務部

・産業廃棄物収集運搬委託契約の

締結 ・産業廃棄物受入品目

・産業廃棄物中間処理基準の順守

●施設部
●事務部

家電リサイクル法 ・買替、廃棄時リサイクル料の支払い エアコン、テレビ
小型家電リサイクル法 ・使用済み小型家電の処理

温暖化防
止・廃棄物

フロン排出抑制法

・使用時：簡易点検・専門点検の責務

業務用エアコン等
●施設部
●事務部

一定規模以上の機器の定期点検
責務
・廃棄時：回収・運搬・破壊に要する

料金支払。委託確認書・取引証明書

保存（3年）

デジカメ等
自動車リサイクル法 ・車検又は買替時リサイクル料の支払 自動車

地方条例

三重県環境基本条例
・公害防止、環境保全、環境負荷
低減、市町への協力

装置、廃棄物、自動車

三重県土砂等の埋立等
の規制に関する条例

土砂等の埋立て等に関し、必要な規
制を行うことにより、土砂等の埋立て
等の適正化を図る。

リサイクル

資源有効利用促進法 ・長期使用、再生資源部品利用努力義務 パソコン

埋立て土砂

菰野町条例
・大気・騒音及び廃棄物の削減努力・
省エネ、ＥＭＳ導入、公共交通機関利
用

装置、廃棄物、自動車

顧客要求 ・ＥＭＳ審査登録

●施設部
●事務部

三重県生活環境の保
全に関する条例

・焼却行為の制限、水質汚濁の防
止

装置、排水

三重県産業廃棄物の適正
な処理の推進に関する条

例

・産業廃棄物適正処理
・委託業者の処理能力確認（現地確認）

産業廃棄物等

三重県地球温暖化対
策条例

・温室効果ガス等の排出抑制、自動
車対策（アイドリングストップ等）

装置、自動車

10



8.コミュ二ケーション

11

令和4年12月8日
伊勢神宮篝火資材の奉納
平成3年～毎年12月8日事納に丸太奉納
本年度も奉納予定しています。



　　産業廃棄物　処理実績表（R4年度）
　　　　（　単位：　ｔ　）

種　　類 収集運搬量

産業廃棄物 10,389

一般廃棄物 526 中間処理 処分量

17,078

産業廃棄物 2,122

一般廃棄物 731 リサイクルへ 8,060

17,078 8,994

産業廃棄物 3,200 24

一般廃棄物 110

廃プラスチック 6.7 リサイクル 28.6

コンクリートがら 21.9

総計 17,106.6 総計 17,078 17,106.6

　　　　＊上記以外の種類別の実績量がある場合は、その種類と量を追記すること。

2023.6.1作成

総計

協力事業所へ
（中間処理）

実績期間　：　R4年4月　～　R5年3月

有限会社勝川木材

堆肥原料　へ

内訳（最終処分方法）

マルチング材として

発電所燃料　へ

木くず

持込分

自社材木処理分

自社排出分

収 集 運 搬 中間処理・処分

破
砕
・
分
別
処
理

そ の 他


